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１．評価結果 

評価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

 廃棄バイオマスの有効利用を目的としてコーヒー粕からバイオマス素材を製造するプロセスを開発

し、実際に企業と連携してオールバイオマス成形品を作り上げている点は高く評価できる。また、助

剤割合の最適化によるコストダウン、成形品の耐水化や平板化に関する条件探索にも成功しているほ

か、セルロースアンモニウムを助剤として添加することによる耐久性向上に、アミドが生成して架橋

や水不溶化が促進されるという反応メカニズムも明らかにしている。乾燥工程におけるCO2排出量の

試算を水乾燥から行っているが、様々な乾燥、加熱、熱プレス強制乾燥過程なども考慮したより精度

の高い算定を行うことが望まれる。今後も検討を続けながらより高効率の精製プロセスの確立や利用

条件の拡大に繋げ、本研究成果がバイオマス成形品の普及へと展開することが期待される。 


